
国見町給食センター

７月１日（月） ２日（火） ３日（水） ４日（木） ５日（金）

とうがん キャベツ みそ 牛乳 七夕給食

８日（月） ９日（火） １０日（水） １１日（木） １２日（金）

ふくしまふるさとメニュー やきそば 夏野菜カレー ミネストローネ すいか

熱中症予防 １６日（火） １７日（水） １８日（木） 　

　　すいか お誕生日おめでとう給食 青森県郷土食 みんなで食べる国見の日 　

　

８月２１日（水） ２２日（木） ２３日（金）
二学期スタート お誕生日おめでとう給食 じゃがいも

２６日（月） ２７日（火） ２８日（水） ２９日（木） ３０（金）
さば パン サルサソース メン 残暑をのりきろう

　７・８月　献立アラカルト 　〔旬のたべもの〕　きゅうり　かぼちゃ　オクラ　トマト
　　　　　　　　　　　　なす　ピーマン　すいか　もも

　きょうは、冬瓜
とうがん

のスープがでま

した。冬瓜
とうがん

の旬
しゅん

は、7月
がつ

から10月
がつ

です。夏野菜
なつやさい

ですが、冬
ふゆ

まで貯
ちょ

槽
そう

できるので、冬
ふゆ

の瓜
うり

と書
か

い

て、冬瓜
とうがん

という名前
なまえ

がつきまし

た。９０％以上
いじょう

も水分
すいぶん

で、さっぱ

りした食
しょく

感
かん

です。体
からだ

を冷
ひ

やしてく

れる作用
さよう

があるので、冬
ふゆ

ではな

く、夏
なつ

に味
あじ

わいたい野菜
やさい

です。

日本
にほん

でキャベツが栽培
さいばい

されるよう

になったのは、明治
めいじ

の末
まつ

から大正
たいしょ

時
うじ

代
だい

にかけてです。今
いま

では、四
しき

季を通
つう

じて栽培
さいばい

されています。含
ふく

まれている栄養素
えいようそ

としては、ビタミ

ンCやカリウムが多
おお

く、胃腸障害
いちょうしょうがい

に効果
こうか

があるビタミンUを含
ふく

むの

で、胸
むね

やけやげっぷ、胃
い

もたれな

どに効
き

き目
め

があります

　夏野菜
なつやさい

はビタミンAやビタミン

Cが豊富
ほうふ

です。今日
きょう

のカレーは

給食
きゅうしょく

センターでは500人分作
にんぶんつく

れ

る大
おお

きな釜
かま

を２つ使
つか

い、じっくり

煮込
にこ

んで作
つく

りました。ビタミンA

やビタミンCは夏
なつ

バテを予防
よぼう

しま

す。夏
なつ

野菜
やさい

カレーで夏
なつ

バテを予
よ

防
ぼう

しましょう。

　味噌
みそ

は、初
はじ

めは「コマビシオ」と

呼
よ

ばれていましたが、それが「ミ

ショウ」に変
か

わり、さらに味噌
みそ

に

なったと言
い

われています。味噌
みそ

は、戦争
せんそう

の時
とき

の食料
しょくりょう

として研究
けんきゅう

さ

れました。味
み

噌汁
そじる

ができたのは、

応仁
おうじん

の乱
らん

の時
とき

と言
い

われていま

す。味噌汁
みそしる

を１日
にち

３回飲
かいの

むと、ガ

ン予防
よぼう

になると言
い

われています。

「国見町
くにみまち

にちなんだ献立
こんだて

」でふるさと

再発見
さいはっけん

給食
きゅうしょく

の登場
とうじょう

です。主菜
しゅさい

は、

[さばのみそ煮
に

」で、古
ふる

くから人々
ひとびと

に

愛
あい

され続
つづ

けている国見
くにみ

グルメのひと

つです。副菜
ふくさい

の中華
ちゅうか

サラダ、汁物
しるもの

の

大根
だいこん

の中華
ちゅうか

スープは、「国見町
くにみまち

食卓
しょくたく

図鑑
ずかん

part２」から、夏
なつ

にふさわしい２

つの料理
りょうり

を選
えら

びました。国見町
くにみまち

に

は、大地
だいち

の恵
めぐ

みをうけたおいしい食
た

べ物
もの

がたくさんあります。またその食
しょ

材
くざい

を活
い

かして知恵
ちえ

と工夫
くふう

から生
う

まれ

た家庭
かてい

料理
りょうり

がたくさんあります。

ミネストローネは、イタリア北西
ほくせ

部
いぶ

ロンバルディアで生
う

まれた実
み

だくさんのスープです。ベーコ

ンやたくさんの野菜
やさい

を炒
いた

め、ブ

イヨンを加
くわ

え、トマトを入
い

れ煮
に

ま

す。パスタ類
るい

や米
こめ

などを加
くわ

え、

塩胡椒
しおこしょう

で味
あじ

を整
ととの

えます。日本
にほん

の

味噌汁
みそしる

と同
おな

じように、たくさんの

野菜
やさい

も入
はい

っていて、健康
けんこう

によい

スープです。

牛乳
ぎゅうにゅう

を人間
にんげん

が飲
の

むようになったの

は、とても古
ふる

くからのことで、大昔
おおむかし

バビロニアという国
くに

で、今
いま

から約
やく

４

千
せん

年
ねん

も前
まえ

に、牛
うし

を飼
か

うことについ

て法
ほう

律
りつ

ができていました。その頃
ころ

の壁面
へきめん

には、牛
うし

の乳
ちち

を搾
しぼ

っている

絵
え

が描
えが

かれていました。搾
しぼ

った乳
ちち

は、飲
の

むほかに、顔
かお

を洗
あら

うのにも

使
つか

っていたそうです。

　　体温
たいおん

を下
さ

げる働
はたら

きをします。

　　熱中症予防に
ねっちゅうしょうよぼう

おすすめです。

　夏休
なつやす

みは規則
きそく

正
ただ

しい時間
じかん

に

食事
しょくじ

をとることができましたか。

二学期
にがっき

の給食
きゅうしょく

がスタートしまし

た。今学期
こんがっき

もみなさんの健康
けんこう

を

考
かんが

えた給食作り
きゅうしょくづく

につとめます。

郷土
きょうど

食
しょく

、行事
ぎょうじ

食
じしょく

、人気
にんき

メニュー

も予定
よてい

していますので、楽
たの

しみ

にしていてくださいね。

　毎月
まいつき

19日
にち

は『みんなで食
た

べる

国見
くにみ

の日
ひ

』です。きょうの給食
きゅうしょく

は

国見町
くにみまち

のお母
かあ

さんの知恵
ちえ

がたく

さんつまった食卓
しょくたく

図鑑
ずかん

から、藤
ふ

田地区
じたちく

の安田
やすだ

さんの「南瓜
かぼちゃ

の鶏
とり

そぼろあんかけ」を作
つく

ります。お

いしく、楽
たの

しく国見
くにみ

の味
あじ

を味
あじ

わい

ましょう。

　やきそばは大正
たいしょう

～昭和
しょうわ

にかけ

て屋台
やたい

や駄菓子屋
だがしや

などで軽食
けいしょく

として食
た

べられてきました。給食
きゅうしょく

ではパンとやきそばはどちらも

主食
しゅしょく

であるという意見が出
いけん　だ

され

献立
こんだて

からなくなったこともありま

した。今日
きょう

は野菜
やさい

たっぷりのお

かずやきそばをパンにはさんで

食
た

べましょう。

　1300年前
ねんまえ

ころ日本
にほん

海
かい

の福井
ふくい

県
けん

から内陸
ないりく

の京都
きょうと

府
ふ

まで朝廷
ちょうてい

へ献上
けんじょう

さばを運
はこ

んだ街道
かいどう

があ

り、さば街道
かいどう

として日本
にほん

遺産
いさん

に

登録
とうろく

されています。さばには生
せ

活習慣病を予防
いかつしゅうかんびょうよぼう

する体
からだ

によい

脂
あぶら

が含
ふく

まれています。昔
むかし

の人
ひと

も

食
た

べると健康
けんこう

になることを感
かん

じて

いたのかもしれませんね。

　鎌倉時代
かまくらじだい

に水田
すいでん

の裏作
うらさく

として小
こ

麦
むぎ

が栽培
さいばい

され、中国
ちゅうごく

のメン作
つく

りの技
ぎ

術
じゅつ

が伝
つた

わり、日本
にほん

のしょうゆ作
づく

りの技
ぎ

術
じゅつ

が合
あ

わさり、江戸
えど

時代
じだい

には今
いま

のよ

うなうどんが食
た

べられるようになりま

した。今日
きょう

はかつおぶしでとっただ

し汁
しる

にとりにくと野菜
やさい

を入
い

れた五目
ごもく

う

どん汁
じる

です。久
ひさ

しぶりの給食
きゅうしょく

のメン

を味
あじ

わいましょう。

すいかは、日本
にほん

には中国
ちゅうごく

から１

６世
せい

紀
き

に伝
つた

わり、気候
きこう

の温暖
おんだん

な

地域
ちいき

で広
ひろし

く栽培
さいばい

されました。「西
す

瓜
いか

」の字
じ

は、中国
ちゅうごく

に西側
にしがわ

の方
ほう

か

ら伝
つた

えられた瓜
うり

であったことに

由来
ゆらい

します。西
すい

瓜
か

は、果肉
かにく

の９

０％以上
いじょう

が水分
すいぶん

で、糖質
とうしつ

と少々
しょうしょう

のリンゴ酸
さん

とカロテンを含
ふく

みま

す。西瓜
すいか

の果汁
かじゅう

には、利尿
りにょう

の効
こう

果
か

があります。

　

　夏休
なつやす

みは規則
きそく

正
ただ

しい時間
じかん

に

食事
しょくじ

をとることができましたか。

二学期
にがっき

の給食
きゅうしょく

がスタートしまし

た。今学期
こんがっき

もみなさんの健康
けんこう

を

考
かんが

えた給食作り
きゅうしょくづく

につとめます。

郷土
きょうど

食
しょく

、行事
ぎょうじ

食
じしょく

、人気
にんき

メニュー

も予定
よてい

していますので、楽
たの

しみ

にしていてくださいね。

８月生
がつう

まれのみなさん、お誕生
　たんじょう

日
び

おめでとうございます。今日
きょう

は、コッペパン、ジャム、さかな

の香草
こうそう

やき、ブロッコリーと豆
まめ

の

サラダ。じゃがいもと野菜
やさい

のスー

プです。おいしく、楽
たの

しく、給食
きゅうしょく

を囲
かこ

んで、みなさんのお誕生日
たんじょう

を
び

お祝
いわ

いしましょう。

　たなばたには、そうめんを食
た

べ一
い

年間
ちねんかん

の無病息災を祈願
むびょうそくさいきがん

します。これ

は中国
ちゅうごく

の小麦
こむぎ

料理
りょうり

で祈願
きがん

する風習
ふうしゅう

が伝
つた

わり、日本
にほん

で始
はじ

まりました。そう

めんは天
あま

の川
がわ

をイメージしたり、織
お

姫
りひめ

の織
お

り糸
いと

をイメージしたりたなばた

には欠
か

かせない食
た

べ物
もの

です。今日
きょう

はそうめん入
い

りのたなばたスープで

無病息災をお祈
むびょうそくさい　いの

りしましょう。

英語
えいご

ではブレッド、日本語
にほんご

では

パンかな？パンは、１６世紀
せいき

にも

たらしたポルトガル語
ご

に由来
ゆらい

し

ます。小麦
こむぎ

粉
こ

、その他
た

の穀類
こくるい

の

粉
こな

にイースト菌
きん

を加
くわ

えて、水
みず

で

練
ね

り、発酵
はっこう

させてから焼
や

きます。

なお、「コッペパン」とは、フラン

スパン風
ふう

の小型
こがた

のパンのことを

言います。

スペインやメキシコ料理
りょうり

によく使
つか

われるサルサソース、、「サル

サ」とはスペイン語
ご

で、「ソース」

という意味
いみ

です。タコスなどにか

けて食
た

べたことがある人
ひと

もいると

思
おも

いますが、トマトや玉葱
たまねぎ

など

の野菜
やさい

と、ケチャップやタバス

コ、オリーブ油
ゆ

、レモン果汁
かじゅう

など

を混
ま

ぜたちょっとスパイシーな

味
あじ

のソースです。

　暑
あつ

い夏
なつ

は体
からだ

をクールダウンさ

せる温度
おんど

調整
ちょうせい

に体力
たいりょく

を消耗
しょうもう

し

ます。また食欲
しょくよく

もなくなるので効
こう

率
りつ

よく食事
しょくじ

をとりたいものです。

夏の太陽
なつ　たいよう

をたっぷり浴びた
あ

夏野
なつや

菜
さい

はビタミン、ミネラルが豊富
ほうふ

で、体
からだ

のだるさを回復
かいふく

させます。

夏野菜
なつやさい

を食
た

べて残暑
ざんしょ

をのりきり

ましょう。

７月生
がつう

まれのみなさん、お誕生
　たんじょう

日
び

おめでとうございます。今日
きょう

は、パインパン、ポテトとツナの

チーズ焼
や

き、キャベツとコーン

のサラダ、五目
ごもく

スープです。お

いしく、楽
たの

しく、給食
きゅうしょく

を囲
かこ

んで、

みなさんのお誕生日を
たんじょうび

お祝
いわ

いし

ましょう。

　江戸
えど

時代
じだい

の終
お

わり、農作物
のうさくもつ

がとれ

ず、青森
あおもり

の農民
のうみん

たちは、飢
う

えに苦
くる

し

んでいたそうです。その時
とき

に生
い

きる

ために考
かんが

えついたのが、麦
むぎ

やそば

を食
た

べる文化
ぶんか

で、その中
なか

で誕生
たんじょう

した

のが、麦
むぎ

せんべいやそばせんべい

です。このせんべいは、主食
しゅしょく

やおや

つとして食
た

べるだけでなく、汁
しる

の中
なか

に入
い

れて食
た

べるという「「せんべい

汁
じる

」も生
う

まれました。


